
「
代
々
木」
は
奇
跡
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
言
わ
れ
る。
完
成
し
た「
代
々
木」
は

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
建
築
と
し
て
世

界
の
絶
賛
を
浴
び、
日
本
の
建
設
力
の
高

「
代
々
木」
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

H
本
を
飛
翔
さ
せ
た

大
空
間

る
こ
と
の
大
切
さ
は
言
う
ま
で
も
な
い。

通
常
の「
想
像
か
ら
実
現
へ」
の
ベ
ク

ト
ル
だ
け
で
は
な
く、
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

か
ら
イ
メ
ー
ジ」
へ
の
ベ
ク
ト
ル
を
加
え

た
相
対
的
な
ベ
ク
ト
ル
の
有
様
が「
A

N
D」
の
理
念
に
は
こ
め
ら
れ
て
い
る。

こ
こ
か
ら
A
I
J
主
催
の「
A
N
D
展」

（
二
0
0
八
年
S)
が
ス
タ
ー
ト
し、
更

に
A'
F
o
r
u
m

主
催
の「
A
N
D
賞」

（
二
0
二
0
年
＼）
が
設
立
さ
れ、
現
在

も
活
動
中
で
あ
る。

果
た
し
て「
A
N
D」
な
る
理
念
が
生

ま
れ
た
起
点
は
ど
こ
な
の
か。
遡
っ
て
振

り
返
れ
ば、
そ
こ
に
は
約
六
0
年
前
に

建
設
さ
れ
た
「
国
立
代
々
木
競
技
場」

（
「
代
々
木」
一
九
六
四
年）
が
あ
る。

：意見 ・ 提言I

「代々木」を空から俯職する（著者撮影：1989年）

さ
を
世
に
知
ら
し
め
た。
六
0
年
後
の
今

も
そ
の
輝
き
と
評
価
は
少
し
も
変
わ
ら

な
い。と

こ
ろ
で
「
代
々
木」
が
残
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
は
何
で
あ
ろ
う
か。

第一
に
建
築（
家）
と
構
造（
家）
と

の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
融
合（
協
働）、
第
二

に
基
本
溝
想・
基
本
計
画
に
お
け
る「
空

間
と
構
造」
の
発
想・
予
見、
第
三
に
設

計
と
製
作
・
施
工
を
包
括
し
た
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク・
デ
ザ
イ
ン、
第
四
に
テ
ン
シ
ョ

ン
（
ケ
ー
プ
ル）
構
造
を
主
役
と
し
た
軽

量
構
造
・
空
間
構
造
の
世
界。
こ
う
し
た
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空
間
構
造
の
世
界
ー

継
承
さ
れ
る
「
技」
と

「
美」
の
レ
ガ
シ
ー

二
0
ニ
―

年
十
二
月
九
日、
T
h
e

o
k
u
r
a

 

T
o

k
y
0

に
お
い
て

「
日
建
連
表
彰
二
0
二

こ
の
表
彰
式
が

行
わ
れ、
筆
者
ら
は
「
有
明
体
操
競
技

場」
に
対
し
て
栄
あ
る
第
六
十
二
回
B
C

S
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た。
東
京

五
輪
の
新
設
施
設
と
し
て
は
唯一
の
受

賞
で
あ
る。
そ
の
設
計
者
と
し
て、
悌
日

建
設
計、
清
水
建
設
聡
と
と
も
に
A.
F

o
r
u
m
の
名
を
連
ね
さ
せ
て
い
た
だ
い

た。
式
の
会
場
で
何
人
か
の
方
か
ら
声
を

か
け
ら
れ
た。
「
A'
F
o
r
u
m
っ
て
何

で
す
か
？」
「
ど
ん
な
設
計
事
務
所
な
ん

で
す
か
？」
と。

A'
F
o
r
u
m
と
は
A
r
c
h
i
ー

N

e
e
r
.
I
n
g

 
D
e
s

i
g
n

 

N
D
)

F
o
r
u
m
の
略。
A
N
D
の
理

念
の
実
現
と
構
造
設
計
・
構
造
デ
ザ
イ

ン
に
関
心
を
抱
く
方
々
に
積
極
的
か
つ

自
由
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
集

い
の
場（
フ
ォ
ー
ラ
ム
）」
と
し
て
二
0
1

三
年
に
設
立
し
た。
更
に
A
N
D
と
は、

A
r
c
h
i
t
e
c
t
u
r
e

と
E
n
g

挑
戦
の
数
々
が、
個
性
的
だ
け
で
な
い
普

遍
的
創
造
を「
代
々
木」
に
も
た
ら
し
た

と
言
え
よ
う。

「
代
々
木」
が
拓
い
た「
空
間
構
造」

の
世
界
は、
同
じ
頃
胎
動
し
始
め
た
国

際
的
学
会
を
も
強
く
揺
り
動
か
し
た。

＿
九
五
九
年、
ス
ペ
イ
ン
の
E
・
ト
ロ
ハ

が
創
設
し
た
R
C
シ
ェ
ル
の
学
会
は
そ
の

後、
大
き
く
発
展
す
る
な
か
で
名
称
を
変

え
る。
国
際
シ
ェ
ル・
空
間
構
造
学
会
(
I

A
s
s
)
で
あ
る。
I
A
S
S
を
背
量
に

し
て、
日
本
の
空
間
構
造
は
大
き
く
飛
躍

し
て
い
っ
た。
「
空
間
構
造」
の
代
表
は

軽
量
か
つ
大
規
模
な
無
柱
空
間
や
集
い

の
空
間。
な
か
で
も
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
の
ド
ー
ム
建
築
は
注
目
さ
れ
る。

こ
う
し
た
大
規
模
建
築
は
「
存
在」
そ

の
も
の
が
周
辺
に
大
き
な
影
響
を
持
つ。

従
っ
て
単
体
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
は
内

部
空
間（
機
能）
だ
け
で
な
く
外
部
形
態

（
外
観）
に
も
意
を
尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な

(

A

ア
ー
キ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
ー

五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
は
今

•
I
n
e
e
r
.
I
n
g

 
D
e
s

i
g
n
の

融
合・
触
発・
統
合
の
様
相（
有
様
・

成
果）
を
意
味
す
る
言
葉。
二
0
0
七
年

に(
-
社）
日
本
建
築
学
会
(
A
I
J
)

か
ら
発
せ
ら
れ
た
理
念
で
あ
る。
意
外

に
も、
こ
の
(
-
社）
日
本
建
設
業
連
合

会
が
発
行
し
て
い
る
「
A
C
e
」
も
A
r

c

h
i
t
e
c
t
u
r
e

&
c
i
v
i
l

 

E
n
g
i
n
e
e
r
i
n
g
と
な
っ
て
お

り、
両
者
の
比
較
は
意
義
深
い。

と
こ
ろ
で
A
I
J
が
目
指
す
べ
き
目

標
は、
学
術
・
技
術
・
芸
術
の
発
展
と
し

て
い
る。
ま
ず、
学
術
と
技
術
の
関
係
で

あ
る。
今
学
術
を
科
学
と
工
学
に
分
け
て

考
え
て
み
よ
う。
科
学
・
工
学
は
技
術
を

駆
使
す
る
際
の
T
o
o
ー
で
あ
る
こ
と
は

言
つ
ま
で
も
な
い
が、
時
と
し
て
認
識
を

誤
る
こ
と
が
あ
る。

例
え
ば
力
学
や
材
料・
施
工
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
成
熟
し
て
い
れ
ば
何
で
も

で
き
る
と
錯
覚
し、
大
き
な
失
敗
を
招
く

こ
と
が
あ
る。
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
閃

き
は
人
間
力
で
あ
り、
解
の
唯一
性
を
求

め
る「
科
学」
と、
多
様
な
選
択
肢
か
ら

最
適
な
解
を
模
索
す
る「
技
術」
と
は
違

う。
今
日、
そ
の
こ
と
を
し
つ
か
り
理
解
す

い。
美
し
さ
と
合
輝
性
と
と
も
に、
「
社

会
資
産」
と
し
て
の
価
値
を
認
識
す
る
必

要
が
あ
ろ
う。

今
回
B
C

S

賞
を
い
た
だ
い
た「
有

明
体
操
競
技
場」
も
ま
た「
空
間
構
造」

の
世
界
を
世
に
問
う
代
表
だ
と
考
え
た

、

。二
十
世
紀
後
半
の
近
代
建
築
で
世
界

※
 

遺
産
(

W
•

H
)

の
登
録
第一
号
は
「
シ

ド
ニ
ー
・
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス」
(
-
九
七
三

年）。
同
世
代
の
「
代
々
木」
も
昨
年、
日

本
で
の
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け、
次
に

目
指
す
の
は
W
•

H
で
あ
る。
近
年、
大

規
模
な
耐
震
改
修
も
な
さ
れ、
六
0
年
前

の
五
輪
施
設
が
新
し
い
レ
ガ
シ
ー
と
な
る

こ
と
を
世
界
が
注
目
し
て
い
る。
そ
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
体
操
競
技
場
か
ら
展
示

場
へ
の
利
用
転
換
が
計
ら
れ
る「
有
明
体

操
競
技
場」
に
望
ま
れ
る
の
は
「
仮
設
か

ら
恒
久
建
築」
へ
の
道。
「
代
々
木」
と
と

も
に「
芸
術・
技
術・
社
会」
を
つ
な
い

だ
五
輪
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
生
き
続
け
て

欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い。

※世界遺蜃＝W0<ld Heri日ge(W·H)
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